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１．研究計画の概要 

本研究は、アジア諸都市における都市組織
と都市住宅のあり方を、臨地調査によって明
らかにし、一定の型の形成とその変容につい
て体系的に明らかにすることを大きな目的
にしている。 

アジアの諸都市についての欧米における
研究は極めて薄い。アジアの数多くのユニー
クな都市の空間構成を明らかにすること自
体に大きな意義があり、さらにアジア都市研
究の体系化への道筋を示すことが本研究の
大きな役割である。我が国におけるアジア都
市研究の基礎を固めるとともに、その水準を
世界に示すことが第一のねらいである。 
一方、本研究はもとより歴史研究にとどま

るものではない。植民地化のインパクトとそ
の後の変化がより大きなテーマである。都市
の形成、変容、転成の過程を、都市組織、都
市住宅のあり方に即して明らかにすること
は、個々の都市におけるこれからの都市住居
あるいは街区のあり方を考えるための大き
な手掛かりである。都市組織と都市住宅の関
係を明らかにすることによって、スラバヤ・
エコハウス以来追求してきたエコハウス、エ
コ街区モデルへの展開を考えるのが本研究
のユニークな点と考える。 
 
２．研究の進捗状況 
ヒンドゥー都市の系譜については『曼荼羅

都市』、そして特にカトマンズ盆地都市をめ
ぐって“Stupa & Swastika”インド・イスラ
ーム都市の系譜については『ムガル都市』を
まとめることができた。日本さらに世界にお
けるアジア都市組織研究のひとつの基盤形
成に貢献したと考える。残る中国都市の系譜

（西安・洛陽・開封・北京・・・）／ショッ
プハウス都市の系譜（福建・広東・台湾・・・）
についても、臨地調査を行い、まとめへ向け
て大きな手がかりと資料を得、その一部につ
いては論文として発表しつつある。 

臨地調査としては、当初予定の順序を変更
したが、研究計画どおりに遂行している。特
に、インドネシア（ジャワ諸都市）のカンポ
ンについて四半世紀後の変容を明らかにす
る調査を行うことが出来たのは、大きな成果
である。また、タイ・コーラート高原クメー
ル都市の延長として、ヴィエンチャン、ルア
ンパバン（ラオス）について臨地調査を行う
ことができた。福建諸都市、台湾膨湖島につ
いての調査によって、これまでの研究蓄積が
ある東南アジアのショップハウスの系譜と
合わせて、体系的把握への手掛かりを得た。
ただ、西アジア以西のイスラーム圏について
は政治情勢から、本格的なアプローチができ
ていない。当初の予定には必ずしもなかった
がイエメンの高層住宅都市を調査できたの
は想定外の成果である。インド洋交易圏を介
して、南アジア、東南アジア、東アジアのつ
ながりを明確に捉えることができた。 
A アジアの都市組織および都市住居に関

する文献・資料の収集とリストの作成/ B 
地図資料のインヴェントリーの作成/C 都市
組織図の作成といった基礎作業は順調に継続
してきた。ただ、共通のフォーマットでGIS
を用いて比較可能なかたちにまとめるところ
まではいたっていない。最終年度で、その作
業を行いたい。 

最終的なまとめとしては、D アジア各都
市の都市組織と都市住宅の類型化/E ショ
ップハウスの類型とその分布図の作製を計



画通り行う予定である。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

（理由）以上に記す通りである。 
 
４．今後の研究の推進方策 

本研究によって、当初計画していた大きな
見取り図は描くことはできる。ただ、残され
た地域は当然あり、そうした地域についての
臨地調査を積み重ねながら、この大きな見取
り図を検証していくことが必要である。また、
それ以前に、この間の研究成果を欧米へ向け
て、都市組織研究の見取り図とともに発表す
る必要がある。‘Stupa & Swastika’は、欧
米の研究者の関心を呼んでおり、欧文著作や
国際学会等で発表を意識的に追及したい。 

今後の具体的作業として残されているの
は、まず、中国都城の系譜を体系的にまとめ
ることである。中国については、必ずしも調
査環境が整わず、充分な展開が図れていない。
具体的な都市としては、北京、西安について
は一定の蓄積があるので、開封をターゲット
としたい。また、朝鮮半島、ヴェトナムも含
めてまとめたい。 

もうひとつ大きいのは西方のイスラーム
圏である。『ムガール都市』によって中央ユ
ーラシアに視座を置いた見通しを提示した
が、海洋世界を通じたルートを抑える必要が
ある。ただ、イスラーム都市研究の蓄積があ
るので、スーク（バーザール）に焦点を絞っ
て、ショップハウスの世界史といったアプロ
ーチを構想しつつあるところである。 
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